
          
江差町公共施設等長寿命化計画   

公園・遊具施設編        



第１章 業務計画 

1-1業務目的 

本業務は江差町公共施設等総合管理計画の内容を踏まえ、江差町が所有する公共施設につい

て、長寿命化計画を策定することを目的とする。 

既設公共施設について老朽化状況や利用実態を把握し、公共施設の現状と課題を整理、施

設毎に存続・縮減・統廃合など施設配置の最適化に関する検討を行うとともに、公共施設の

建替え・長寿命化・修繕の優先順位等を勘案した計画（長寿命化計画）を策定する。 

 

1-2業務概要 

1. 業 務 名    ：江差町公共施設等長寿命化計画策定委託業務 

2. 業務箇所  ：江差町内 

3. 計画対象施設：公園 7施設 
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第２章 業務の実施方針 

2-1目標設定 

公共施設の長寿命化計画の背景・目的、計画期間及び対象施設を整理するとともに、目指

すべき姿を検討する。 

（1）基本方針 

・安全で快適な公園及び公園施設整備により、公園利用者が安心できる都市公園を町民 

に提供する。 

・円滑な維持管理計画の「予防保全的管理」により、施設機能の向上や保持さらにはラ 

イフサイクルコストの縮減を図る。 

・公園周辺の社会条件や地域住民のニ－ズに沿った効果的・改築計画とする。 

 

（2）計画期間 

計画期間は、令和 4年度（2022）から令和 13年度（2031）までの 10年間とする。 

 

2-2実態把握 

2-2-1運営状況・活用状況の実態 

（1）対象施設の概要 

対象施設は江差町で管理する以下の公園施設を対象とする。 

 

対象施設 

公園名 対象施設数 
えぞだて公園 29 
松ノ岱公園 9 
九艘川公園 18 
茂尻児童公園 17 
江差町運動公園 37 
逆川森林公園 26 
檜山道立自然公園（かもめ島） 32 

計 168        
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（2）公園施設設置年度等 

施設名称 設置年 元号 延べ面積 階数 地上 地下 種別 名称 

えぞだて公園（公衆トイレ） 1979/04/01 Ｓ54 10.12 1 1 0 便所 木造 

松ノ岱公園（公衆トイレ） 1974/04/01 Ｓ49 16.25 1 1 0 便所 鉄筋コンクリート 

九艘川公園（土蔵公衆トイレ） 1991/03/31 Ｈ3 35.64 1 1 0 便所 木造 

茂尻児童公園（公衆トイレ） 1980/10/20 Ｓ55 10.12 1 1 0 便所 木造 

逆川森林公園管理棟 1977/04/01 Ｓ52 119.24 1 1 0 事務所 木造 

逆川森林公園便所（駐車場） 1976/04/01 Ｓ51 21.93 1 1 0 便所 コンクリートブロック 

逆川森林公園便所（広場） 1976/04/01 Ｓ54 4.52 1 1 0 便所 コンクリートブロック 

かもめ島管理棟 1989/06/01 Ｈ1 33.00 1 1 0 事務所 木造 

かもめ島休憩所（ステージ） 1997/03/25 Ｈ9 63.86 1 1 0 講堂 鉄筋コンクリート 

かもめ島公衆トイレ 1994/03/25 Ｈ6 39.82 1 1 0 便所 鉄筋コンクリート 

かもめ島前浜公衆トイレ 2002/11/25 Ｈ14 97.47 1 1 0 便所 木造 

  
 

（3）公園遊具等一覧表 

えぞだて公園 

29施設 

松の岱公園 

9施設 

九艘川公園 

18施設 

茂尻児童公園 

17施設 

名 称 名称 名 称 名 称 

複合遊具 トイレ 休憩施設 ベンチ 1 

水飲み台 スツール 門 ベンチ 2 

背無ベンチ（据置） スツール 木塀 1 水飲み台 

背無ベンチ（据置） スツール トイレ ベンチ 3 

背無ベンチ スツール 木塀 2 トイレ 

シェルター（10m2以下） 水飲み台 ベンチ 1 縁台 1 

藤棚（10ｍ2以上） 藤棚 ベンチ 2 縁台 2 

背無ベンチ 池 シェルター ベンチ 4 

背無ベンチ 駐車場 木塀 3 複合遊具 

背無ベンチ  研ぎ出し滑台 固定遊具（カニ） 

背無ベンチ  車止め 1 固定遊具（ヤドカリ） 

シェルター  車止め 2 固定遊具（ﾀﾂﾉｵﾄｼｺﾞ） 

園路２５  解説板 フェンス 1 

園路 Aタイプ  照明柱 車止め 1 

園路 Bタイプ  擁壁 車止め 2 

芝生公園  駐車場 フェンス 2 

遊具広場  木橋 車止め 3 

砕石舗装広場  汚水ポンプ盤  

池    

景石    

流路(積ブロック擁壁）    

ガードフェンス    

石積柵    

照明塔    

植栽    

トイレ    

橋（鋼製合成桁）    

木橋    

園名板    

 

施設名称 設置年 元号 延べ面積 階数 地上 地下 コ－ド 名称

えぞだて公園（公衆トイレ） 1979/04/01 Ｓ54 10.12 1 1 0 便所 木造

松ノ岱公園（公衆トイレ） 1974/04/01 Ｓ49 16.25 1 1 0 便所 鉄筋コンクリート

九艘川公園（土蔵公衆トイレ） 1991/03/31 Ｈ3 35.64 1 1 0 便所 木造

茂尻児童公園（公衆トイレ） 1980/10/20 Ｓ55 10.12 1 1 0 便所 木造

逆川案内所（管理棟） 1977/04/01 Ｓ52 119.24 1 1 0 事務所 木造

逆川公園便所（駐車場） 1976/04/01 Ｓ51 21.93 1 1 0 便所 コンクリートブロック

逆川公園便所（広場） 1979/04/01 Ｓ54 4.52 1 1 0 便所 コンクリートブロック

鴎島管理棟 1989/06/01 Ｈ1 33.00 1 1 0 事務所 木造

鴎島休憩所（ステージ） 1997/03/25 Ｈ9 63.86 1 1 0 講堂 鉄筋コンクリート

鴎島公衆トイレ（花月横） 1965/04/01 撤去済 24.00 1 1 0 便所 鉄筋コンクリート

鴎島公衆トイレ（キャンプ場） 1979/04/01 Ｓ54 14.40 1 1 0 便所 鉄筋コンクリート

鴎島公衆トイレ 1994/03/25 Ｈ6 39.82 1 1 0 便所 鉄筋コンクリート

鴎島前浜公衆トイレ 2002/11/25 Ｈ14 97.47 1 1 0 便所 木造

貸与資料：江差町固定資産一覧表(建物）
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江差町運動公園 

37施設 

逆川森林公園 

26施設 

檜山道立自然公園 

（かもめ島） 

33施設 

名 称 名 称 名 称 

橋 1 水飲み台 背無ベンチ 

橋 2（わんぱく橋） ベンチ 1 背無ベンチ 

シェルター（10m2以下） ベンチ 2 背無ベンチ 

野外卓 1 丸太登り 水飲み台 

野外卓 2 丸太渡り 背無ベンチ 

野外卓 3 くぐり渡り 背無ベンチ（据置） 

野外卓 4 ベンチ 3 背無ベンチ 

縁台 ベンチ 4 背無ベンチ（据置） 

ベンチ 1（据置） ステップ丸太 背無ベンチ 

ベンチ 2（据置） トイレ 背無ベンチ（据置） 

ベンチ 3 炊事場 背無ベンチ（据置） 

野外卓 5 
シェルター（10m2以

上） 
背無ベンチ（据置） 

ベンチ 4 焼き台 1 背無ベンチ（据置） 

ベンチ 5（据置） 焼き台 2 背無ベンチ（据置） 

ベンチ 6(据置） 焼き台 3 背無ベンチ（据置） 

水飲み台 1 管理棟 背無ベンチ 

水飲み台 2 トイレ２ 背無ベンチ 

ベンチ 7（据置） サイン 水飲み台 

ベンチ 8（据置） 木製橋デッキ 背無ベンチ 

ベンチ 9（据置） 吊り橋 背無ベンチ 

ベンチ 10(据置） ゴミ置き場 背無ベンチ 

ベンチ 11 水飲み台０２ 背無ベンチ 

野外卓 6 物置 背無ベンチ 

ベンチ 12（据置） 駐車場 背無ベンチ 

ベンチ 13（据置） 公園看板 トイレ（島上） 

ベンチ 14（据置） ベンチ５ ステージ 

橋３  遊歩道 

既設駐車場  遊歩道柵 

２号橋周辺フェンス  記念碑 

３号橋周辺フェンス  照明 

駐車場  管理棟（物置） 

新設駐車場  トイレ（島下鴎島前浜） 

芝生広場  鴎島展望灯台 

管理用道路／園内道路   

管理用道路フェンス   

駐車場フェンス   

休養広場   

※野球場、テニスコート、多目的
広場については「江差町社会教育
施設長寿命化計画」において計画
策定済みのため、それ以外の部分
について計画作成。 
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2-2-2老朽化状況の実態 

（1）街区公園健全度・危険度判定 

業務対象公園及び遊具について、現状確認による健全度調査から構造材や消耗材の劣化損

傷状況を確認し、危険度判定の基礎資料とする。 

調査は「健全度調査票」を用いて写真撮影・記録等を行い、各部材の劣化・損傷状態を確

認し、補修方法や更新時期の想定や施設とその周辺に生じる危険性の有無について確認する。 

遊具については劣化や損傷の状況だけでなく、「都市公園における遊具の安全確保に関す

る指針」（国土交通省）並びに「遊具に関する基準：JPFA-S2008」（一般社団公園施設業協会）

への適合性の確認も併せて行う。 

 

（2）遊具健全度・危険度判定（遊具 B相当：すべり台、ブランコ等） 

健全度調査で得られた情報を基に、公園施設ごとの劣化や損傷の状況及び安全性などを確

認し、公園施設の補修や更新の必要性について総合的な判定を行う。その結果に基づき、施

設の補修や更新に対する緊急度について判定する。  
2-3改修等の基本的な方針及び施設整備水準の設定 

（1）改修等の基本的な方針の整理 

公園全体の状況や、個別の施設毎に長寿命化のための基本方針を検討する。長寿命化のた

めの基本方針は予防保全管理を前提とし、今後の定期的な健全度調査の実施方針とその頻度、

計画的な補修についてその内容や頻度並びに更新に関する方針を整理する。 

 

（2）施設整備水準の設定 

改修等の基本的な方針に従い、施設整備水準（これからの社会的要請に応じるために、今

後の改修で施設の整備状態をどの水準まで引き上げるか）の整理を行う。  
2-4長寿命化計画の策定・運用 

（1）長寿命化実施計画 

予防保全型管理施設に関して定期的な健全度調査の設定及びその費用を試算する。また、

健全度や緊急度に応じた補修内容や対策時期の検討を行い、それにより得られる延命期間と

所要費用を試算する。 

 

（2）継続的運用方針 

施設毎に予防保全の場合と事後保全の分類区分により、この上で予算の平準化と調整によ

り、今後の継続的維持管理方針、運用、点検・調査、補修計画を立案する。 

これらを取りまとめ、それぞれの公園の「長寿命化計画」として取りまとめる。 
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第 3章老朽化状況の把握 

3-1運営状況・活用状況の実態 

各公園の運営状況、活用状況の概要を下表に整理する。 

公園名称 運営、活用状況 

えぞだて公園 市街地に立地、歴史的建物があり、来訪者は比較的多い。園

路、芝生公園等は比較的管理状況良好である。 

 

松の岱公園 市街地に立地、公園は市街地とその丘の上（と 2 つのエリアに

分かれている。山林に隣接しており、現在は利用客が少ない状

況。 

 

九艘川公園 市街地に立地、歴史的な施設として木蔵、木塀、トイレがあ

り、自然石、木造建築物を主体とする歴史公園。建築物の要所に

銅板等が使用されている。現在、トイレは閉鎖中である。 

 

茂尻児童公園 市街地住宅街に立地する小規模な児童公園。主な遊具は複合遊

具のみ。車止めは近年更新済である。 

 

江差町運動公園 郊外に立地する大規模な運動公園。野球場、テニスコ－ト、多

目的広場は社会教育施設として運営中。利用客は比較的多く、公

園芝生等の除草等維持管理は良好。ベンチや屋外卓が点在してい

る。 

 

逆川森林公園 郊外山間地に立地、供用後約 45 年、施設全体に劣化が進んで

いる。芝生や除草等管理は良好。木製遊具は使用禁止としてい

る。ベンチ、シェルター、焼台が存在している。 

檜山道立自然公園

（かもめ島） 

観光客、キャンプ場客が多い。島にはベンチが多数設置されて

おり、施設全体の管理状況は良好。木製遊歩道柵は腐食著しい箇

所がある。                
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3-2現地調査 

（1）準拠基準 

本調査に際しては、以下の基準類を準拠・参照し実施した。 

・公園施設長寿命化計画策定指針（案）【改訂版】 

H30年国土交通省都市局公園緑地・景観課 

・同 参考資料集 

・同 健全度調査・判定事例集 

・都市公園における遊具の安全確保に関する指針 H26年国土交通省 

・遊具の安全に関する規準（ＪＰＦＡ-ＳＰ-Ｓ：2014）第二版 令和元年 

  一般社団法人日本公園施設業協会  
（2）調査日程 

令和 3年 7月 20日～21日現地調査（劣化状況調査） 

 

（3）調査員等 

調査員 氏名 保有資格 担務 

管理技術者 佐藤二三男 技術士（建設部門）/1級土木施工管理技

士 

公園施設/遊

具 

担当技術者 竹口 尚孝 技術士補（建設部門） 公園施設/遊

具 

調査員 鈴木 岳彦 一級土木施工管理技士 遊具等 

調査員 田村 浩之 公園施設製品安全管理士 遊具等 

調査員 小泉 孝雄 公園施設製品安全管理士 遊具等 

 

（4）現地調査（健全度調査） 

調査は公園施設の構造材・消耗材の劣化や損傷状況を目視し、事前に準備する調査表を用

い写真撮影・記録を行い、予防保全型管理における対策時期（補修、更新時期等）を想定す

る。 

必要に応じて施設本体とその周辺に存在する危険性等の有無、公園の顔、シンボル等とし

ての美観的価値についても確認する。健全度調査で気が付いた事項や、調査・判定者の意図

や改修等の基本的な方針を具体的に記入する。 

 

（5）健全度調査の内容の確認 

健全度調査を実施する前に、現地で判定する規準のすり合わせを調査員間で行い、調査員

の判定のばらつきができるだけ生じないようにする。 
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（6）健全度調査における着眼点 

健全度調査では以下に留意する。（公園施設長寿命化計画策定指針（案）改訂版による）  
ａ）一般施設調査  
・対象施設の全体及び主要部材について目視等による確認を実施する。    ・一般施設だけでなく公園の利用状況や全体の施設配置や概要についても把握する。    ・公園施設について施設の全景、劣化や損傷の状況を撮影する。    ・施設台帳、施設平面図との整合を確認する。    ・公園施設がバリアフリ－法の基準に適合していないものは、調査表に注記する。    ・構造材・消耗材についての劣化や損傷の状況を確認し、劣化の概要及び想定される補     修方法について調査表に記入する。    ・劣化に伴う危険性等を勘案し、必要に応じて利用禁止の判定を行う。  

 

使用禁止措置（例） 
ｂ）遊具調査 
・子供の遊び場の特性を踏まえ、事故防止のための対応が必要であり、国の指針（：遊 
具の安全に関する基準、都市公園における遊具の安全確保に関する指針等）に基づい 
た調査結果を活用するなど、劣化や損傷状況だけで健全度を判断するのではなく、安 
全性の確保などを踏まえた総合的な判断がされるように特に留意する。 
・フィ－ルドアスレチックコ－ス等や遊具以外の子供が登はんなどの遊具として利用す 
る可能性がある公園施設は遊具と同様の手法で調査する。     

（7）健全度の確認方法 

健全度の確認は施設ごとの健全度調査のポイントに加え、部材ごとの特徴に着目し劣化  
や損傷の確認を行い、健全度判定を行う必要がある。部材ごとの調査項目は下表を参照し実

施する。    
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健全度判定表（例） 
 

 

（8）点検調査表（例） 
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3-3現地調査総括表 

※C・D評価を記載 

江差町公園 点検結果 (N0.1) 

公園名称 種別 主な施設概要 
建設年度（供用）    

（西暦＆元号） 
点検結果の概要（C,D評価を記載） 

えぞだて公園 街区歴史公園 

  

1979年（42年） ◆余寿命期間超過施設：水飲み台、藤棚、木橋、

園名板(木製）◆緊急度高施設：複合遊具ガ－ドフ

ェンス、照明灯、木橋 （昭和 54年） 

    複合遊具 C：ボルトナットの突起あり。 

  

シェルター（10m2以下） 

 

C：支柱部金具腐蝕・欠落あり。梁部羽子板・カス

ガイ腐蝕。屋根部屋根材・根太が腐朽。座板部脚

部地際腐朽。 

  藤棚（10ｍ2以上）  C：梁部・ルーバー部腐朽進行。 

  シェルター  C：屋根部欠落(撤去済）柱のみ残置。 

    ガ－ドフェンス   C：錆腐食多数あり。 

    照明灯   D:支柱腐食多数あり。 

  橋（鋼製合成桁）  C：柵部分に破損あり 桁部分に錆腐食あり。 

    木橋   D:床版腐食穴あり。 

松の岱公園 街区公園 

  

1974年（47年） 
◆余寿命期間超過施設：スツ－ル、水飲み台、藤

棚◆緊急度高施設：藤棚 

（昭和 49年） 

  トイレ  C：閉鎖中。 

    スツ－ル(遊具）   C：基礎部未固定ぐらつきあり。 

  水飲み台  C：閉鎖中。 

    藤棚   D：木製、支柱部地際及び梁部腐食。 

九艘川公園 街区歴史公園 

  

1991年（30年） 
◆余寿命期間超過施設：駐車場◆緊急度高施

設：休憩施設、門、木塀、トイレ、解説板 

(平成 3年） 

    休憩施設   C：支柱部地際腐食。 

    門   C：取付ボルト腐食。 

    木塀 1   C：全体的に劣化進展。 

    トイレ   C：閉鎖中、壁部のコンクリートに亀裂。 

  木塀 2  C：全体的に劣化進展。 

  木塀 3  C：支柱地際の土台部分が腐朽している。 

  研ぎ出しすべり台   C：安全確保のため、ガイドバ－設置が必要。 

  解説板  C：板面が消えかかっている。 

    汚水ポンプ盤  C：使用停止中 
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江差町公園 点検結果 (NO.2) 

公園名称 種別 主な施設概要 
建設年度（供用）    

（西暦＆元号） 
点検結果の概要（C,D評価抜粋を記載） 

茂尻児童公園 児童公園 

  

1980年（41年） 
◆余寿命期間超過施設：ベンチ、水飲み台、縁台、複合遊具◆
緊急度高施設：ベンチ、水飲み台 

(昭和 55年） 

    ベンチ 1   C：脚部地際腐食進展中 

    水飲み台   C：本体コンクリ－トに亀裂あり。 

  ベンチ 3  C：脚部上部に腐蝕に穴あき。座板木部に欠けあり。 

  ベンチ 4  C：脚部上部腐食進展中 

  フェンス 1  C：フェンス部横パイプが外れている。 

江差運動公園 運動公園 

  

1987年（34年） 
◆余寿命期間超過施設：屋外卓、ベンチ、水飲み台◆緊急度高
施設：橋梁、ベンチ、水飲み台、河川周辺フェンス 

(昭和 62年） 

  橋 1  C：手摺部格子が欠落あり、コンクリ－ト部劣化進展中 

  

シェルター

（10m2以下）  C：屋根梁部・桁部、屋根裏材の腐蝕が進行している 

  野外卓 1～2  C：テーブル部・ベンチ部の腐蝕が進行している 

  野外卓 3～4  C：テーブル部の腐蝕が進行している 

    ベンチ 4   D：座板接合部腐朽著しく、ぐらつきあり 

  水飲み台 2   C：蛇口なし、利用不可 

  ベンチ 11  C：脚部地際付近腐朽、支柱断面欠落 

  屋外卓 6   C：テーブル天板部腐朽 

    

２～３号橋周辺

フエンス  
C：部分的に著しい腐食あり 

    

管理用道路フェ

ンス  
C：フェンス下端部錆腐食が著しい。 

逆川森林公園 森林公園 

  

1976年（45年） 
◆余寿命期間超過施設：水飲み台、ベンチ、木製遊具、炊事
場、焼き台、木製デッキ、吊り橋等◆緊急度高施設：余寿命期
間超過施設と同様 

(昭和 51年） 

  水飲み台  D：本体部、タイル剥離・コンクリート割れあり。 

  ベンチ 1～2  D：座板部腐朽。 

  丸太登り  D：著しい腐朽、割れあり、利用不可 

  くぐり渡り  D：横木部に著しい腐朽あり、利用不可 

  ベンチ 3～5  C：腐朽・傾倒あり 

  ステップ丸太  C：地際腐朽が進行中。 

    トイレ   C：窓（ポリカ－ボネ－ド製）破損 

    炊事場   D：腐食進展、利用不可 

  

シェルター

（10m2以上）  D：全体に腐朽・腐蝕・破損が進行している 

  焼き台 1・3   C：ベンチ脚部地際腐食進展 

  木製橋デッキ  D：腐食進展、利用不可 

  吊り橋  D：腐食進展、利用不可 

檜山道立自然公園 

（かもめ島） 
自然公園 

  

1979年（42年） 
◆余寿命期間超過施設：水飲み台◆緊急度高施設：トイレ、ス
テージ 

(昭和 54年） 

  背無ベンチ  C：基礎部腐食、ぐらつきあり 

  水飲み台  D：使用禁止中 

  トイレ（島上）   Ｃ：外壁ひび割れ等あり。 

    ステ－ジ   Ｃ：石張タイル壁剥離、床ひび割れ点在 

    遊歩道柵   Ｄ：木柵部破損多数あり 

    照明  Ｄ：２本が養生中(全 11灯） 

  鴎島展望灯台  Ｃ：外壁等ひび割れ、経年劣化進展 
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第 4章 改修等の基本的な方針及び施設整備水準の設定業務 

4-1改修等の基本的な方針 

（1）背景 

我が国は高度成長期以降に集中的に整備されたインフラの老朽化が急速にしている。この

状況を踏まえ、国土交通省では平成 25年「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、国や地

方公共団体が一丸となったインフラの戦略的な維持管理・更新計画を推進している。 

「公園施設長寿命化計画」はこの「インフラ長寿命化基本計画」における「個別施設計画」

の一つに位置づけられており、地方公共団体が管理する都市公園についても同様な取り組み

が実施されるよう、国土交通省は平成 24年に「公園施設長寿命化計画策定指針(案)(平成 30

年度改訂)を作成し、公園施設の計画的な取り組みが進められている。  
インフラ長寿命化基本計画の体系   

（2）目的 

上記背景を受け、本業務では江差町で管理する公園内の遊具や各施設について、計画的な

維持管理や更新を行うために、以下の内容について計画を立案することを目的とする。 

・対象とする公園や施設、計画期間 

・施設ごとの管理方法、維持保全や補修、更新等に関する考え方 

・施設ごとの年次計画（維持保全、補修、更新等の実施年度、金額等） 
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（3）目指すべき方向性 

公園施設等の長寿命化計画の策定に対しては、限定される予算のなかで施設の機能保全の

ための施設改修、補修、更新などの維持管理を計画的に行うための仕組みが重要である。こ

のため、日常的な維持管理のみを行い施設機能が果たせなくなった時点で更新する場合(事後

保全)と、定期的な補修等により劣化を予防し、一定の機能回復する場合（予防保全）との

コスト比較を行い、最も改修費用が低廉となる手法に基づき、計画的な維持管理に取り組む

ことが肝要である。 

また、施設の機能ごとに目標とすべき維持管理の水準を意識し、安全性、経済性、必要機

能の確保の観点から撤去や集約化も含め検討し、施設機能の保全と改修費用の削減を目指す

必要がある。 

公園施設の維持管理では、相当数の施設があることから全ての施設を画一的に取り扱うの

ではなく、個々の施設の価値や重要性、地域の実情に沿った対応方針により、目標とすべき

管理水準に応じ、メリハリのあるストックマネジメントを実施していくことが望ましい。 

公園施設等の維持管理については公共事業予算で行われるため、地域住民への説明責任を

的確に果たしていく責務があり、これら取り組みに対する情報発信するアカウンタビリティ

の確保の観点が重要である。 

 

（4）第 6次江差町総合計画（公園）（第 6次江差町総合計画Ｐ.133） 

1）公園の重要課題  

 

2）改修等の基本方針 

江差町第 6次総合計画では公園の改修等に関し、以下を基本方針としている。  
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3）重点施策 

   

4）継続施策  
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4-2施設整備水準の設定  江差町の公園施設は昭和 50年代から平成初期に整備されている施設が多く、供用後約 40

数年を経過、施設全体として老朽化が進展している。このため、公園及び遊具施設の補修、

撤去、更新が必要とされている。  このため江差町第 6次総合計画（公園）の基本方針等を踏まえ、施設整備水準は以下に設

定するものとする。 

江差町公園施設整備水準の設定 

公園施設 整備水準内容 
広場、園路、駐車場  既存の舗装状況や芝生状況を適宜、監視し、劣化が進行しな

いよう部分的な補修を行い、利用者の安全性を確保する。 

 

遊具  それぞれの地域特性や公園の性質に即し、遊具設備の更新、
整備を行う。但し、老朽化が著しい木製遊具等で安全性の確保

が困難な施設については利用状況等を勘案した上で撤去、補修

を検討する。 

 

トイレ、シェルタ－  利用者の快適性、老朽化等を勘案し、劣化が進行しないよう
補修・更新を行う。不安全要素が懸念される施設については、

利用状況を勘案した上で撤去を検討する。 

 

ベンチ等休憩施設  座面については補修を適宜実施する。地中基礎部についても
腐食が進展しないよう点検補修を行い、利用者の安全性を確保

する。 
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第 5章 長寿命化計画の策定・運用 

5-1公園施設長寿命化計画の策定 

（1）公園施設長寿命化の策定内容 

公園施設の長寿命化対策の検討は、まず、予防保全型管理を行う場合と事後保全型管理を

行う場合を検討し、健全度調査・判定結果を踏まえ、施設ごとに長寿命化対策を行う場合の

時期や対策内容を設定する。その上で予防保全型管理、事後保全型管理それぞれに要する費

用、使用見込み期間を用いて、単年度あたりのコストの額を算出する。 

これまでの維持管理方法や施設の老朽度に応じて、予防保全による機能回復が有利である

か、耐用期間が長期で必要に応じて適宜補修することが有利であるかを勘案し、管理類型

（予防保全型管理、事後保全型管理）を決定する。 

これらの検討結果を整理し、長寿命化対策や更新を行う年度や費用に偏りがないよう調整

(平準化等)を行い、長寿命化計画として取り纏める。 

次ページに公園長寿命化計画の策定フロ－を示す。 
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（2）公園施設の長寿命化計画の策定フロ－ 

 

公園施設の長寿命化計画の策定フロ－ 

（H30年 10月公園施設長寿命化計画策定指針(案)【改訂版】  
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5-2計画的な維持管理 

 予防保全型管理と事後保全型管理の概念図を以下に示す。予防保全型管理では健全度調査

を実施し、長寿命化を検討する。事後保全型管理では施設の劣化や損傷の進行を判断して撤

去・更新する。 

予防保全型管理と事後保全型管理の概念図 

 

 

（1）予防保全型管理、事後保全型管理の分類 

公園施設毎の概ねの管理類型は次表に整理される。但し、遊具については安全確保に必要

となる装置を最優先とした予防保全型管理を行うものとする。 

事後保全管理を行う施設は施設の規模にもよるが、園路や公園広場の舗装、駐車場等、キ

ャンプ場等コストをかけて長寿命化対策を行っても、延命効果が小さいものは事後保全と判

断するものとする。以下に公園施設ごとの管理分類型の例を示す。本計画でもこれを参照す

ることとする。 
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出典：公園施設長寿命化計画策定指針(案)【改訂版】平成 30年 10月 国土交通省都市局 
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5-3修繕・改築計画 

5-3-1施設重要度の設定 

施設点検による健全度・危険度の総合的な判定では、A＜B＜C＜Dランク順で修繕や改築更

新の優先度（緊急度）が高くなる。しかし、同じランクの施設でも、利用形態や劣化度により、

想定される人的被害等の影響の度合いが異なるため、同ランクでも一概にグルーピングするこ

とは精度に欠ける。 

従って、施設別に重要度を設定し長寿命化計画策定の優劣の判断材料の一つとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用形態による施設重要度は以下の方針により設定する。 

 

（1）遊具施設 

遊具施設は、一般的に回転系、振動系、上下動系など、利用目的により細かく分類するこ

とができ、可動式遊具と非可動式遊具に大別することができる。可動式遊具は非可動式遊具

に比べ施設規模が大きく、劣化による物的ハザードも大きいことが多いが、非可動式遊具に

おいても重度な障害をもたらした事故が起きている事例があることから、遊具施設全般を重

要度「3」とする。 

 

（2）休養施設 

休養施設は、公園の利用や管理に対して軽微な影響に留まる施設であるため、重要度は「1」

を基本とする。但し、四阿やパーゴラ等の大型施設はベンチ等に比べ劣化による人的影響が

大きいため重要度は「2」とする。 

 

（3）管理施設 

転落防止柵やフェンスは劣化による人的影響が大きいため重要度は「3」とする。照明灯は

公園の利用や管理に対して中位な影響となる施設であることから重要度は「2」とする。 

 

（4）便益施設（トイレ、水飲み場等） 

便益施設の重要度は「１」とする。 

 

 

重要度
評価指標

（重要度）

1
公園の利用や管理に対して軽微な

影響を与える施設
水飲台、ベンチ、修景施設など

低い

2
公園の利用や管理に対して中位な

影響を与える施設
一般的な公園施設

3
公園の利用や管理に対して大きな

影響を与える施設

利用者が多い公園の主要施設、集

中管理施設、安全対策施設
高い

内容

表 2 施設重要度の設定 

参考 出典：「公園施設長寿命化計画策定要領」（平成 22年 7月） 
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前倒し 先送り

平準化
コスト

経過年 経過年

コスト

5-4優先度の設定 

公園施設の修繕・改築の年次計画を策定するにあたり、予算の平準化を行う際の修繕及び改

築の優先順位を検討する。           
公園施設の修繕・改築の優先度は施設調査による健全度・危険度の「総合的な判定（総合判

定）」及び「施設重要度」に応じて評価し設定する。                           施設重要度 総合判定 優先度評価方法の概念図 
＋ 

修繕・改築の優先度の決定  
優先度【高】⇒優先的または早急に修繕・改築が必要とされているもの 
優先度【中】⇒修繕・改築が必要とされているもの 
優先度【低】⇒現時点で修繕・改築の必要性が無いまたは低いもの 

予算平準化のイメージ 
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総合判定 施設重要度 修繕・改築の優先度

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

A

B

C

D

低

中

高

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 修繕・改築優先度判定表 
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5-5基本方針の設定 

 優先度が「高」と設定された公園施設に対しては、長寿命化のための補修、もしくは更新

を中心とする。現在健全である公園施設についても定期的な補修を実施し、長期間にわたる機

能発揮を目指すため、以下の方針を設定する。 

 

（1）基本方針 

・安全で快適な公園及び公園施設整備により、公園利用者が安心できる都市公園を町民に 

提供する。 

・円滑な維持管理計画の「予防保全的管理」により、施設機能の向上や保持さらにはライ 

フサイクルコストの縮減を図る。 

・公園周辺の社会条件や地域住民のニ－ズに沿った効果的・改築計画とする。 

 

（2）定期的な健全度調査の方針 

施設の健全性及び機能維持の観点から、以下の定期的健全度調査を計画する。 

◆概ね 5年に１回以上を標準 

ａ 一般施設 

ｂ 土木構造物 

ｃ 建築物（100ｍ2以上の特殊建築物以外） 

 

◆毎年実施 

ａ 遊具 

ｂ 各種設備（法令などの規定による点検） 

但し、日常の維持保全の中で異常を発見した場合は、健全度調査を実施する。 

 

（3）日常的な維持保全に関する基本方針 

1）公園の管理 

a）日常点検 

遊戯施設の日常点検は概ね月１回以上を目標とする。変状や異常が発見された場合は、

補修や使用中止などの応急措置を必要に応じて実施する。 

詳細な情報が必要な場合は専門技術を有する者に委託し、精密点検を行う。 

 

ｂ）定期点検 

定期点検とは、専門技術を有する者が目視・触診や打診・聴診により、または用具・ 

測定器具の使用により、定期的に行う点検であり、施設の作動、摩耗状態、変形等の異常

について調べる劣化判定と診断を行うものである。 

定期点検の範囲及び実施頻度は、年 1回を標準として、施設の利用状況や設置環境の違

い、重点点検項目の有無などを踏まえて、必要に応じて定めることとする。 

定期点検は専門技術者によって作成される点検チェックリストにそって実施する。点検

の際は前回の点検記録を携行し、劣化の進行状況を見て補修の時期を判断する。 
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＜定期点検の留意点＞ 

公園施設のうち遊具の定期点検に際して留意すべき点を以下に記す。 

・点検作業は JPFAが認定する「公園施設製品安全管理士」、「公園施設製品整備技士」 

の資格を有するものもしくは同等以上の知識を有する者が行うことが望ましい。 

・初回時の定期点検では、製品と JPFAが規定する規格基準との適合性と製品の劣化状 

況の判定を行い、次回からは、経年変化により生じる劣化に対してのみ点検を行う。 

・点検に際しては、過去の点検結果などから、点検対象となる施設の特性について十 

 分把握した上で行うものとする。 

・点検に際しては、点検に必要な資料（点検表・図面等）、ノギス等の計測器、カメラ、 

その他の器具を携帯し、確実な点検を行うものとする。 

 

ｃ）臨時点検 

臨時点検は、台風・豪雨等の異常気象時や震度 4以上の地震発生その他の事由により、

施設に異常箇所が生じる恐れがある場合に、職員等が施設及び施設周辺状況について、必

要に応じて臨時的に実施するものである。また、利用者がけがをした場合、または他公園

などにおいて類似施設による事故があった場合も同様とする。 

 

ｄ）精密点検 

日常点検、定期点検、臨時点検等により、施設の不具合が発見され、必要な措置を検 

討する際、さらに精度の高い診断結果が必要な時に、専門技術者により実施されるもので

ある。必要に応じて施設を分解し、専用計測器等を使用して詳細に点検を行う。精密検査

は、その作業に必要な専門知識や経験を有する専門技術者が行う。また、精密点検に際し

ては、以下の点に留意する。 

 

＜精密点検の留意点＞ 

・遊具の点検作業は JPFAが認定する「公園施設製品安全管理士」、「公園施設製品整備 

技士」の資格を有するものもしくは同等以上の知識を有する者が行うことが望まし 

い。 

・日常点検や定期点検において「不良」と判断された部位について、より精密な点検 

を行う。またその際は目視・触診、打診・聴診に加えて、メジャーやノギス等の計 

測器やさらに高度な計測器を用いて測定を行う。 
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ｅ）点検後の対応 
点検時に異常を発見した場合は、緊急性などを考慮し適切な対応を図る。ボルト・ナッ

トの締め固め、汚れ・ごみの除去など、その場で対応できるもの、応急措置を必要とする

もの、修繕等の対応をはかるまでの間、使用禁止措置をとるべきものについて、点検者は

適切に判断し、必要な対応をとるものとする。 
点検結果については、記録を保存するとともに、異常の発見状況を管理者に報告し、必

要に応じて現地確認、精密点検を行った上で、修繕・撤去等の対応策について検討する。                                   
25



  

 

 
5-6江差町公園施設の長寿命化対策の検討 

（1）計画期間 

計画期間は、令和 4年度（2022）から令和 13年度（2031）までの 10年間とする。 

    

（2）使用見込み期間 

ａ）予防保全型管理における使用見込み期間 

「整備時からの経過期間」に「対策期間」に実施した補修（１回～複数回）により長寿

命化が図られた「延命期間」を加えた期間とする。 

 

ｂ）事後保全型における使用見込み期間 

使用見込み期間は、「処分制限期間」、経過後「劣化が著しく進行するまでの期間」とす

る。 

 

（3）更新見込み年度 

公園施設の更新見込み年度は使用見込み期間の終了年度とする。 

 

（4）処分制限期間を超えて使用されている施設の使用見込み期間の設定 

(ａ)予防保全型管理 

   処分制限期間を超えて使用されている施設の使用見込み期間は類似施設の更新実績を

優先して設定する。デ－タ等が明確でない場合は下表の設定例を参照するものとする。 
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（ｂ）事後保全型管理 

    処分制限期間を超えて使用されている施設の使用見込み期間は類似施設の更新実績を

優先して設定する。更新実績がない場合は前記の表を参考に処分制限期間の 2倍を標準

として処分制限期間に応じて段階的に 1.5倍、1.8倍と設定する。 

但しこの設定は、地域性や利用状況に応じて適宜調整すべきものである。 

 

更新見込み年度の概念図 

  

（ｃ）使用見込み期間の設定例 

   使用見込み期間をそのまま適用すると、処分制限の大小の関係が使用見込みで逆になる

ケ－スが存在するため、これを補正したものを以下の表に示す。 
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5-7管理区分の設定 

（1）管理区分設定表 

本計画では前記に示した管理分類型の例から、公園施設の管理区分を以下に設定した。 

管理区分設定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園施設 管理区分 遊具 管理区分 

水飲み台 予防保全 ステ－ジ 予防保全 

ベンチ類、縁台、屋外卓 予防保全 遊歩道 事後保全 

シェルタ－ 予防保全 遊歩道柵 予防保全 

藤棚 予防保全 記念碑 予防保全 

園路 事後保全 照明 予防保全 

芝生公園 事後保全 展望灯台 予防保全 

遊具広場 事後保全 複合遊具 予防保全 

砕石舗装 事後保全 固定遊具 予防保全 

池 事後保全 丸太登り 予防保全 

景石 事後保全 くぐり渡り 予防保全 

流路 予防保全 ステップ丸太 予防保全 

ガ－ドフェンス 予防保全 焼き台 予防保全 

石積棚  予防保全   

植栽 事後保全   

トイレ 予防保全   

橋梁 予防保全   

木橋 予防保全   

園名板、解説板、サイン 予防保全   

スツ－ル 予防保全   

駐車場 事後保全   

休憩施設 予防保全   

門 予防保全   

木塀 予防保全   

研ぎ出し滑り台 予防保全   

車止め 予防保全   

汚水ポンプ盤 予防保全   

物置 予防保全   

木製デッキ 予防保全   

吊り橋 予防保全   

29



  

 

 
5-8各公園の改修方針 

各公園施設の劣化状況や優先順位等を勘案し以下の改修方針を設定した。 

 

（1）各公園施設の改修方針 

江差町公園 点検結果、改修方針総括表(N0.1) 

公園名称 種別 主な施設概要 点検結果の概要（C,D評価抜粋を記載） 改修方針 

えぞだて公園 街区歴史公園 

  

市街地に立地、歴史的建物があり、来訪者は比較的多い。園路、芝生公園等は比較的管理状況

良好である。◆余寿命期間超過施設：水飲み台、藤棚、木橋、園名板(木製）◆緊急度高施設：複

合遊具、シェルタ－、藤棚、ガ－ドフェンス、照明灯、鋼製橋梁（合成桁）木橋 

    芝生公園 管理状況良好 事後保全(適宜補修を実施） 

    園路 管理状況良好 事後保全(適宜補修を実施） 

    複合遊具 C：ボルトナットの突起あり 危険リスク除去のため、早期補修が必要 

    ガ－ドフェンス C：錆腐食多数あり 
腐食著しい箇所は欠損等あり、緊急度高く、早期

補修が必要 

    照明灯 D:支柱腐食多数あり 1基欠落あり、早期更新が必要 

    ベンチ 
 

予防保全対策を継続 

    橋梁 桁塗装剥離進展、手摺一部欠損 
桁塗装補修、手摺補修、劣化進展、加速期移行

前に早期優先実施を計画 

    木橋 D:床版腐食穴あり、使用禁止措置実施 床板腐食穴、早期撤去、更新が必要 

    園名板 余寿命期間超過 主要部材腐食進展、早期補修が必要 

  広場 事後保全  

  池 事後保全  

  景石 事後保全  

  植栽 事後保全  

    その他施設   予防保全対策を継続 

松の岱公園 街区公園 

  

市街地に立地、公園は市街地とその丘の上（閉鎖中の学習センタ－）と 2つのエリアに分かれて

いる。山林に隣接しており、現在は利用客が少ない状況。◆余寿命期間超過施設：スツ－ル、水

飲み台、藤棚◆緊急度高施設：藤棚 

    トイレ(閉鎖中）   今後計画を踏まえ、撤去検討要。 

    スツ－ル(遊具） C：基礎部未固定ぐらつきあり 危険回避の観点からも撤去を計画 

    藤棚 D：木製、支柱部地際及び梁部腐食 使用不可につき早期撤去を計画 

    駐車場(舗装） 事後保全   

    池 事後保全   

    水飲み台  予防保全対策を継続 

九艘川公園 街区歴史公園 

  

市街地に立地、歴史的な施設として木蔵、木塀、トイレがあり、自然石、木造建築物を主体とする

歴史公園。建築物の要所に銅板等が使用されている。歴史的町並みとのふれあいができる公園

である。現在、トイレは閉鎖中である。◆緊急度高施設：休憩施設、門、木塀、トイレ、解説板 

    休憩施設 C：支柱部地際腐食 早期補修が必要 

    木塀 C：全体的に劣化進展 早期補修が必要 

    門 C：取付ボルト腐食 早期補修が必要 

    トイレ(閉鎖中） C：閉鎖中、使用不可 早期補修が必要 

    シェルタ－ 木造 木造のため、今後劣化進展の可能性が大きい 

    ベンチ 近年、塗装補修実施済   

    研ぎ出しすべり台 C:安全確保のため、ガイドバ－設置が必要 ガイドバ－設置により危険リスクの低減が必要 

    駐車場 事後保全   

    その他施設   予防保全対策を継続 
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江差町公園 点検結果、改修方針 総括表(NO.2) 

公園名称 種別 主な施設概要 点検結果の概要（C,D評価抜粋を記載） 改修方針 

茂尻児童公園 児童公園 

  

市街地住宅街に立地する小規模な児童公園。主な遊具は複合遊具のみ。車止めは近年更新済である。ベンチ類は

余寿命期間を超過。近年座面を更新済。但し、鋼管基礎は腐食が進展中であり、修繕補修が必要。◆余寿命期間超

過施設：ベンチ、水飲み台、縁台、複合遊具◆緊急度高施設：ベンチ、フェンス 

    トイレ（水洗） 近年、外壁塗装実施、アルミドアに交換済 塗装、ドア更新により、機能を改善している。 

    水飲み台 C:本体コンクリ－トに亀裂あり。   

    ベンチ C:脚部上部腐食進展中 一部ベンチは基礎部腐食により、改善が必要 

    縁台 近年、塗装補修実施済   

    遊具 マットに段差あり。（否）   

    
固定遊具 安全領域基準(設置間隔）、未達。 

コンクリ－ト固定遊具、安全領域基準を満足し

ていないため、早期補修が必要 

    その他施設   予防保全対策を継続 

江差運動公園 運動公園 

  

郊外に立地する大規模な運動公園。野球場、テニスコ－ト等は別業務で定期点検を継続中。利用客は比較的多く、

公園芝生等の除草等維持管理は良好。ベンチや屋外卓が点在している。◆余寿命期間超過施設：屋外卓、ベンチ、

水飲み台◆緊急度高施設：橋梁、ベンチ、水飲み台、河川周辺フェンス 

    橋梁 C：手摺部格子が欠落あり、コンクリ－ト部劣化進展中 早期補修が必要 

    ベンチ D:一部、座板部端部腐食につき利用不可（更新超過） 早期補修が必要 

    屋外卓 C：地際部腐食進展中 早期補修が必要 

    水飲み台 C:蛇口なし、利用不可 早期補修が必要 

    芝生広場 事後保全   

    休憩広場 事後保全   

    周辺フェンス C：腐食進展、部分的に著しい箇所建材 早期撤去、更新、補修が必要 

    駐車場 事後保全   

  管理用道路／園内道路 事後保全  

    その他施設   予防保全対策を継続 

逆川森林公園 森林公園 

  

郊外山間地に立地、供用後約 45年、施設全体に劣化が進み、ほとんどの施設が利用されていな

い状況。芝生や除草等管理は良好。木製遊具は使用禁止としている。ベンチ、シェルター、焼台

が存在している。◆余寿命期間超過施設：水飲み台、ベンチ、木製遊具、炊事場、シェルタ－、焼

き台、管理棟、木製デッキ、吊り橋等◆緊急度高施設：余寿命期間超過施設と同様 

    炊事場 D:腐食進展、利用不可 早期補修が必要 

    焼き台 C:ベンチ脚部地際腐食進展 早期補修が必要 

    木製遊具 D:腐食進展、利用不可施設多数 撤去検討要 

    管理棟 予防保全   

    ベンチ D:腐食進展、利用不可多数あり 早期補修が必要 

    トイレ C：窓（ポリカ－ボネ－ド製）破損 修繕が必要 

    木製橋デッキ D:腐食進展、利用不可 将来的に撤去を検討 

    吊り橋 D:腐食進展、利用不可 将来的に撤去を検討 

    駐車場 事後保全   

    その他施設   予防保全対策を継続 

檜山道立自然公園 

（かもめ島） 
自然公園 

  

観光客、キャンプ場客が多い。島にはベンチが多数設置されており、施設全体の管理状況は良

好。木製遊歩道柵は腐食著しい箇所がある。◆余寿命期間超過施設：水飲み台緊急度高施設：

水飲み台、トイレ、遊歩道柵、照明 

    島上トイレ Ｃ：外壁ひび割れ等あり。 早期補修が必要 

    ステ－ジ Ｃ：石張タイル壁剥離、床ひび割れ健在 計画補修が必要 

    遊歩道 予防保全対策を継続 

    遊歩道柵 Ｄ：一部区間劣化、破損あり、利用禁止措置実施済 早期補修が必要 

    その他施設   予防保全対策を継続 
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5-9江差町公園施設の改修費用 

各公園施設の詳細内容は、後述資料に示す。これに基づく改修費用は以下のとおりである。 

（1）改修費用 

改修費用(今後 10年間） 単位：千円 

公園名称 更新金額 撤去金額 補修金額 総括金額 

えぞだて公園 11,590 560 3,771 15,921 

松の岱公園 0 0 0 0 

九艘川公園 18,312 0 2,440 20,752 

茂尻児童公園 0 0 710 710 

江差町運動公園 6,999 1,250 3,419 11,668 

逆川森林公園 0 0 3,540 3,540 

道立自然公園 4,608 500 3,540 8,648 

計 41,509 2,310 17,420 61,239 

割合（％） 68% 4% 28% 100% 

年平均費用（10年間） 4,151 231 1,742 6,124 

 

 

（2）各公園別費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えぞたて、九艘川、江差運動公園の改修費用が特出している。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

公園別改修費用(今後10年間）

更新金額 撤去金額 補修金額

32



  

 

 
（3）年度別費用 

 

 

 

（4）長寿命化計画の課題 

・えぞだて公園、九艘川公園や、フェンス等の老朽化が目立つ江差町運動公園の施設更新 

費用は、全体の 58％を占めている。 

・2022 年、2026 年、2027 年に所要費用のピークがあり、平準化による是正が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年、2026年、2027年に改修費用が特出費用ピ－ク
施設の延命化や実施年度スライドによる平準化が必要
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5-10江差町公園長寿命化計画 

（1）長寿命化費用 

  長寿命化計画では各公園で以下の内容を考慮し、費用の平準化を図った。 

公園名称 平準化の考慮内容 

えぞたて公園 藤棚の改築及び園銘板を後年度へスライドする。 

松の岱公園 安全性の面で遊具は早期撤去する。実施年度調整が必要 

九艘川公園 歴史的建物、部材である木製の門、木塀は費用分散の観点か

ら、前倒し、多年次（2か年計画）等を考慮する。 

茂尻児童公園 ベンチ、縁台類の修繕時期のスライドにより、費用分散を図

る。 

 

江差運動公園 既設フェンス(河川流路への転落防止用)の老朽が進展してお

り、前倒し及びスライド実施のほか、補修、修繕により延命化を

促進する。 

逆川森林公園 ダム湖にある木製橋デッキ、吊り橋の撤去については高額な費

用を要することから、中期的な予算計画(財源確保計画)を立案し

た上で後年次へのスライドして実施する。 

檜山道立自然公園（か

もめ島） 

木製遊歩道柵の腐食が著しい区間があり、早期更新が必要であ

り、必要区間の 2か年整備により平準化する。 

 

 

公園別長寿命化費用(今後 10年間） 単位：千円 

公園名称 更新金額 撤去金額 補修金額 総括金額 

えぞだて公園 879 50 2,636 3,565 

松の岱公園 0 0 0 0 

九艘川公園 60 0 3,860 3,920 

茂尻児童公園 0 0 600 600 

江差町運動公園 0 800 2,013 2,813 

逆川森林公園 0 0 2,490 2,490 

道立自然公園 0 0 13,585 13,585 

計 939 850 25,184 26,973 

当初 41,509 2,310 17,420 61,239 

平準化効果(千円） -40,570 -1,460 7,764 -34,266 

割合（％） 3% 3% 93% 100% 

当初割合（％） 58% 15% 27% 100% 

平準化効果（％） -55% -12% 66% - 

 年平均費用 94 85 2,518 2,697 

当初年平均 3,497 241 1,623 5,360 

年平均平準化効果 -3,403 -156 895 -2,663 
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（2）各公園別費用 

 

 

（3）年度別費用 

 

 

（4）長寿命化計画策定により予想される効果 

更新費用の平準化を行うことにより以下の効果が期待される。 

・従来型の改修等と比較し、約 34百万円のコスト削減が期待できる。 
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35



2021

更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕

21 574 20 75 305 30 100 289 1,072 59 1,020 879 50 2,636 3,565

88 5 264 357

A 可
B 可
C 可
C 不可
D 不可

園名板

280

3

江差町字豊川町55

建設年度：1979年（昭和54年）

435

年平均

30

R4年 R5年 R6年 R7年 R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 R13年 

2022年 2023年 2024年 2025年

20

2031年

300

2027年 2028年 2029年 2030年

10

21

30

669

撤去費：

シェルタ－

－

－

240中 1979 42

2026年

水飲み台
藤棚
木橋
園名板

1032

A:健全であり、修繕の必要がない（使用可）
B:軽微な異常があり、経過観察が必要（使用可）
C:異常があり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）

D:危険性の高い異常があり、緊急修繕が不要又は破棄し更新を検討（使用不可）

59 1,020289 1,072

10

ｄ
Ｃ 高

－ －

継続修繕

継続修繕

20

余寿命期間（年）： ＝（予防保全使用見込期間）-（供用年数）

－は超過年数

ガ－ドフェンス
照明灯
木橋

40 574

300

ｃ
5

30

29

水飲み台

50 2,190

全体合計

（総合判定基準）

小計

照明塔 管理施設 予防保全 Ｄ
不

可

園名板（木製） 管理施設 予防保全 Ｃ 可

22 ガードフェンス 管理施設 予防保全 Ｃ
不

可

ｂ
― 低 1979 4223 石積柵 管理施設 予防保全 Ｂ 可

継続修繕

－12

24

42

56,000

－

Ｂ 可

1979 42 280 1,950420

継続修繕

8

21
流路(積ブロック擁
壁）

管理施設 予防保全 30

－
ｂ

― 低 1979

60

60

12

12

ｂ
― 中 1979 42 1,000

可 事後対策20 景石 修景施設 事後保全 Ｂ

42 －19 池 修景施設 事後保全 Ｂ 事後対策

42 －可
ｂ

― 低 1979

－可
ｂ

― 低 1979

17 遊具広場 園路広場 事後保全 Ｂ 可
ｂ

― 低 1979 12

735

事後対策

事後対策18 砕石舗装広場 園路広場 事後保全 Ｂ

42 － －60

16 芝生公園 園路広場 事後保全 Ｂ

－ －
ｂ

― 低 1979 4215 園路Bタイプ 園路広場 事後保全 Ｂ 可

― 低 1979 事後対策42 － －可
ｂ

可 42 － －35
ｂ

― 低 197914 園路Aタイプ 園路施設 事後保全 Ｂ

－ －
ｂ

― 低 1979 4213 園路２５ 園路施設 事後保全 Ｂ 可 35

5
不

可
542 5 5,12030

ｄ
Ａ

6

12 シェルター 休養施設 予防保全 Ｃ

33

継続修繕

6

中 1979

可
ｂ

Ａ 低 2020

3 123
ｂ

31 3 1235

継続修繕 12309 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ｂ

Ｂ 可 5Ａ 低 2020 1

継続修繕

継続修繕

10 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ｂ

51 3 123可

1

ｃ

可
ｂ

Ａ 低 2020

可

5 3 3

202008 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ｂ

1010 2,720Ｂ 高

ｂ
Ａ 低

可

10

6060 5,328

1979 42 継続修繕

2020 1

60

2020 1

9

9

1979

33

42 継続修繕

休養施設 予防保全 Ｂ 可

ｂ

3 123低

3 123

継続修繕

ｂ
継続修繕

Ｂ

05 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ｂ 可

02 水飲み台 便益施設 予防保全 Ｂ 可

Ｃ 可
ｃ

2

ｂ

継続修繕

2020 1

5

3 123

7 8 9

933

1002010

R12年 R13年 
2029年

5

2030年

ハザード

2031年

総合
判定

使用
劣化

使用見
込み期
間(年）

撤去
(千円）

修繕
(千円）

更新
（千円）

R4年 R5年 R6年 R7年 
2022年 2023年 2024年

塗装
判定

緊急度
判定

設置年
供用
年数
（年）

2 3 41

余寿命
期間

（年）

5 6

長寿命化計画

所在施設名 えぞだて公園
管理番号

シェルター（10m
2
以

下）

Ａ

01 複合遊具 遊戯施設 予防保全

更新費計
(千円）

撤去費用
（千円）

修繕費用
(千円）

都市０１

管理番号 施設名称 施設種別 管理類型

機能判定 2025年 2026年 2027年 2028年
R8年 R9年 R10年 R11年 

03 背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ｂ 可

06 高

04 背無ベンチ（据置）

休養施設 予防保全 Ｃ
ｃ

Ｃ

11 背無ベンチ 休養施設 予防保全

ｂ
Ａ 低

Ａ 低

07 藤棚（10ｍ
2
以上） 修景施設 予防保全 Ｃ

33

11

3

3

継続修繕

継続修繕

20 100 3,568 100

5 448

33

100

1,000

50

301979 42

6―

10

1,00027 橋（鋼製合成桁） 園路広場 予防保全 Ｃ 可
ｃ

Ｃ 高 1979 42 1,000 12,000

26
ｃ

Ｂ 中 1979 42

3,600

更新(老朽
危険）

14

12

－

41 20 574

25 植栽 修景施設 事後保全

継続修繕

トイレ（RC造） 便益施設 予防保全 Ｂ 可 継続修繕71

60

－

28

可
ｂ

―Ｂ

木橋 管理施設 予防保全 Ｄ
不

可

ｄ
― 高

100

－

50

低 1979 42

16

6

3

継続修繕

5

5

5

30

30

高

低 1979 42

高

継続修繕

12

（凡例）
供用年数（年）：
使用見込み期間（年）：

30

14

14

14

41

14

14

45

300

Ｂ

ｄ
Ｃ 1979 42

3

3

3

40

事後対策

事後対策

60

38

60

10

管理方針

予防保全サイクル

20

1,000

100

計
（千円）

1,000

280

574

修繕費：
更新費： 更新、改築費用（単位当たり概算） 工事を要する施設：（資材費）×1.6

3

9

7

7

7

12

20

27

14

14

14

35

60

6

8

3

8

8

事後対策

事後対策

－

－

－

－

－

－

－

長寿命化計画(案）各年計画(平準化案） 

100

5

9

9

9

60

20

6

6

6

6

5

1,000

20

6

63

更新予定超過

早期更新必要

撤去工事費（単位当たり概算）

設置又は更新時から現在までの供用期間
耐用年数を過ぎ、使用見込みの供用期間

予防保全維持補修費用（単位当たり概算）

1,000

330

20

3

3

3

280

594

更新を修繕に変更

修繕を2028年へスライド 、撤去更新 を延期⇒

更新を修繕に変更

2026年へスライド

2025年へスライド

更新を修繕に変更

更新を修繕に変更

2026年へスライド

2025年へスライド

2028年へスライド
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2020

2021

更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕

A 可
B 可
C 可
C 不可
D 不可

更新予定超過

スツ－ル
水飲み台
藤棚

設置又は更新時から現在までの供用期間
耐用年数を過ぎ、使用見込みの供用期間

撤去工事費（単位当たり概算）
予防保全維持補修費用（単位当たり概算）

工事を要する施設：（資材費）×1.6

－は超過年数

使用停止

53 6

使用停止

使用停止

使用停止14 -33

20 -27

20 -27

20 -27

20 -27

30 -17

27 16

100

5

5

5

5

20

30

管理方針

ハザード

使用停止 2,190

修繕費用
(千円）

都市０２

管理番号 施設名称 施設種別 管理類型

機能判定 2025年 2026年 2027年 2028年
使用見込
み期間
(年）

R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 R13年 
2029年 2030年 2030年

総合
判定

R6年 R7年 
2022年 2023年 2024年

使用
劣化 R4年 R5年 塗装

判定
緊急度
判定

設置年
供用
年数
（年）

余寿命
期間
（年）

長寿命化計画

所在施設名 松の岱公園
管理番号

撤去
(千円）

修繕
(千円）

更新
（千円）

5 6 7 8 9 10

予防保全サイクル

更新費計
(千円）

撤去費用
（千円）

ｃ
Ｂ 中 1974 4702 スツール 遊戯施設 予防保全 Ｃ 可

Ｂ 中 197401 トイレ 便益施設 予防保全 Ｃ
不

可

ｃ
47

03 スツール 遊戯施設 予防保全 Ｃ 可

21

04 スツール 遊戯施設 予防保全 Ｃ 可

21使用停止

21
ｃ

Ｂ 中 1974 47

ｃ
Ｂ 中 1974 47

使用停止

05 スツール 遊戯施設 予防保全 Ｃ 可 21
ｃ

Ｂ 中 1974 47

中 1974

Ｂ 高 1974 4707 藤棚 修景施設 予防保全 Ｄ
不

可

06 水飲み台 便益施設 予防保全 Ｃ 可 47 448
ｃ

Ｂ

ｄ

08 池 修景施設 事後保全 Ｂ

2,720

09 駐車場 便益施設 事後保全 Ｂ

47可
ｂ

― 中 1974

可
ｂ

― 中 2010

事後対策60 13

10

11 事後対策

11

12

13

15

14

16

17

18

19

20

21

22

23

使用見込み期間（年）：
余寿命期間（年）： ＝（予防保全使用見込期間）-（供用年数）
撤去費：
修繕費：
更新費： 更新、改築費用（単位当たり概算）

小計

D:危険性の高い異常があり、緊急修繕が不要又は破棄し更新を検討（使用不可）

（凡例）
供用年数（年）：

（総合判定基準）
A:健全であり、修繕の必要がない（使用可）
B:軽微な異常があり、経過観察が必要（使用可）
C:異常があり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）

24

R13年 

全体合計

2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

R10年 R11年 R12年 

2022年 2023年 2024年

計
(千円）

長寿命化計画(案）年次計画(平準化案）

1 2 3 4

R4年 R5年 R6年 R7年 R8年 R9年 年平均

25

江差町字本町

建設年度：1974年（昭和49年）
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2020

2021

更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕

820 700 60 700 540 500 600 60 3,860 3,920

6 386 392

A 可
B 可
C 可
C 不可
D 不可

工事を要する施設：（資材費）×1.6

ｂ
― 中 1991 30 27 -3

30 29

事後対策

事後対策

30

500

100

5

5

100

70

300

5

5

5

20

1,500

1

10 30

小計

25

24

23

22

21

不

可

ｃ
― 中 1991

19

30 50018 汚水ポンプ盤 管理施設 予防保全 Ｃ

1 100可
ｂ

―

15 擁壁

低 2020

30

ｂ
Ｃ 中

17 木橋 園路広場 予防保全 Ｂ

1991 3014 照明柱 管理施設 予防保全 Ｂ 可 41 11

事後対策

40

管理施設
予防保全

（文化的施設）
Ｂ

40継続修繕

20

574 40

500

30

13 解説板 管理施設
予防保全

（文化的施設）
Ｃ

30

20

ｂ
Ｂ 中 1991 3012 車止め2 管理施設

予防保全
（文化的施設）

Ｂ 可

可
ｃ

― 高 1991

継続修繕

継続修繕

5

30 232 20

3030 30

100
2

11 車止め1 管理施設
予防保全

（文化的施設）
Ｂ

100100 4,000可
ｃ

30

Ａ 高 1991

500 4,896可 継続修繕

継続修繕

継続修繕 10可
ｂ

Ｂ 中 1991

30

35 5

ｃ
Ｂ 高 1991

10 研ぎ出し滑台 遊具施設
予防保全

（文化的施設）
Ｃ

50030

30

500

09 木塀3 管理施設
予防保全

（文化的施設）
Ｃ

500500 5,328

500

ｂ
Ｂ 中 1991 3008 シェルター 休養施設

予防保全
（文化的施設）

Ｂ 可

可

継続修繕

123
ｂ

Ａ 低 2020

ｂ
Ａ 低 2020 1 14

14

13

13 事後対策07 ベンチ2 休養施設 予防保全 Ｂ

06 ベンチ1 休養施設

1

予防保全 Ｂ 可

500

3 123

ｂ

事後対策

管理施設
予防保全

（文化的施設）
Ｃ 可 500 8,568

500継続修繕

継続修繕

1000

高 1991 30 200

Ｂ 高 1991 30

ｃ
Ｂ 高 1991 30

35 500

Ｂ 継続修繕

04 トイレ 便益施設
予防保全

（文化的施設）
Ｃ

不

可

20020003 木塀1 管理施設
予防保全

（文化的施設）
Ｃ 可

200

02 門 管理施設
予防保全

（文化的施設）
Ｃ 可 200 1,840

ｃ
30Ｂ 高 1991 30 継続修繕

400200

200 400200

撤去費用
（千円）

修繕費用
(千円）

都市０３

R13年 
2030年
10

更新費計
(千円）

30 50

予防保全サイクル

1 2 3 4 5

劣化 R4年 R5年 
ハザード

撤去
(千円）

修繕
(千円）

更新
（千円）

Ｂ 高

施設名称 施設種別 管理類型

機能判定 2025年 2026年 2027年 2028年
R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 

2029年 2030年2024年
6 7 8 9

江差町中歌町

建設年度：1991年（平成3年）

総合
判定

使用
R6年 R7年 

2022年 2023年
塗装
判定

長寿命化計画

所在施設名 九艘川公園
管理番号

緊急度
判定

設置年
供用
年数

（年）

管理方針

01 休憩施設 休養施設
予防保全

（文化的施設）

使用見
込み期
間(年）

余寿命
期間
（年）

35 5

35 5

40 10

41 11

60

35

Ｃ 可
ｃ

管理番号

修繕費：
更新費： 更新、改築費用（単位当たり概算）

A:健全であり、修繕の必要がない（使用可）
B:軽微な異常があり、経過観察が必要（使用可）
C:異常があり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）

D:危険性の高い異常があり、緊急修繕が不要又は破棄し更新を検討（使用不可）

60 30

30

可
ｂ

― 低 1991

駐車場 便益施設 事後保全16 Ｂ 可

20

R13年 R5年 R6年 R7年 R8年 

540 500 600

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

全体合計 820 700

R4年 年平均

760

200

400

300 4,000

R9年 R10年 R11年 R12年 

500

100

30

30

20

40

11

5

05 木塀2

継続修繕

老朽化 50

1,840

41

35

5

2,448
ｂ

3

1991

予防保全維持補修費用（単位当たり概算）

長寿命化計画(案）　各年計画(平準化案）

500500 10,000

計
(千円）

400

400

400

1,000

500

500

早期修繕用

更新必要

休憩施設
トイレ
漕ぎ出し滑り台

門
木塀
ベンチ
車止め
解説板

（総合判定基準）
－は超過年数

（凡例）
供用年数（年）： 設置又は更新時から現在までの供用期間
使用見込み期間（年）： 耐用年数を過ぎ、使用見込みの供用期間
余寿命期間（年）： ＝（予防保全使用見込期間）-（供用年数）
撤去費： 撤去工事費（単位当たり概算）

更新を修繕に変更

2025年へスライド

2025年へスライド

2025年へスライド

更新を修繕に変更

2028年へスライド

2028年へスライド

更新を修繕に変更

更新を修繕に変更

更新を修繕に変更

38



2020

2021

更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕

215 30 80 185 90 600 600

60 60

A 可
B 可
C 可
C 不可
D 不可

工事を要する施設：（資材費）×1.6

更新予定超過

早期修繕必要

ベンチ
水飲み台
トイレ
縁台
複合遊具

ベンチ
水飲み台
トイレ
縁台
固定遊具
フェンス

－は超過年数

設置又は更新時から現在までの供用期間
耐用年数を過ぎ、使用見込みの供用期間

撤去工事費（単位当たり概算）
予防保全維持補修費用（単位当たり概算）

10

10

20

10

100

10

10

10

20

5

5

5

10 286

20

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

14 -24

14 車止め1 管理施設 予防保全 Ａ 可

使用見
込み期
間(年）

余寿命
期間
（年）

30 -5

30

使用
劣化

05

39

トイレ 便益施設

14 -24

30 -5

27

01 ベンチ1 休養施設 予防保全 Ｃ 可
ｃ

41

長寿命化計画

12
固定遊具（タツノ
オトシゴ）

遊戯施設 予防保全 Ｂ 可

3 4 5 6 7 8 9 10建設年度：1980年（昭和55年）
所在施設名 茂尻児童公園

管理番号

2023年 2024年
塗装
判定

緊急度
判定

設置年
供用
年数

（年）

撤去
(千円）

都市０４

管理番号 施設名称 施設種別 管理類型

機能判定 2025年 2026年 2027年 2028年
R8年 R9年 

ハザード

R10年 総合
判定

R4年 R5年 R6年 R7年 
2022年

修繕
(千円）

更新
（千円）

管理方針

予防保全サイクル

1 2

2010

更新費計
(千円）

撤去費用
（千円）

修繕費用
(千円）

R11年 R12年 R13年 
2029年 2030年 2030年

02 ベンチ2 休養施設 予防保全 Ｂ 可 継続修繕30 -5

1010 277Ｂ 高 1980 継続修繕30 -5

1010
ｂ

Ｂ 中 1980 41 10 277

20

ｃ
Ｂ 中 1980 41

10 277Ｂ 高 1980 41 -5

10

1010

20

04 ベンチ3 休養施設 予防保全 Ｃ 可

55

ｃ

5 448

ｂ
Ｂ 中

03 水飲み台 便益施設

53 23予防保全 Ｂ 可 50

予防保全 Ｃ 可

20

10 149
ｂ

Ｂ 中 1980 継続修繕

50

可

501980 41 1,470

ｂ
Ｂ 中 1980 41

07 縁台2 休養施設 予防保全 Ｂ

1010 149

可

06 縁台1 休養施設 予防保全 Ｂ

201041

10
ｃ

100 3,568

休養施設 予防保全 Ｃ 可

09 100複合遊具 遊戯施設 予防保全 Ｂ 可

08 ベンチ4 10 277

-9
ｂ

Ｂ 中 1980 41

41

高 1980 41

2

6 継続修繕

Ｂ

可

10 固定遊具（カニ） 遊戯施設 予防保全 Ｂ 1980

1

可
ｂ

Ｂ 低

1

41 1011
固定遊具（ヤドカ
リ）

遊戯施設 予防保全 Ｂ

10

10

ｂ
Ｂ 中 1980 41

ｂ
Ｂ 低 1980

39 6 継続修繕

ｃ
Ｂ 高 2010

10 28639 6 継続修繕

13 フェンス1 管理施設 予防保全 Ｃ

10 1010 286

可

継続修繕

10 27可
ａ

Ａ 低 2020

11 20 7740 37 継続修繕

38 4515 車止め2 管理施設 予防保全 Ａ

10
ａ

Ａ 低 2020 1 10 2738 45

フェンス2 管理施設 予防保全 Ｂ 可

20101

60

17 車止め3 管理施設 予防保全 Ａ

3030 2,53416

1 10 27可
ａ

Ａ 低 2020

ｃ
Ｂ 中 2010 11 40 37

38 45 20

18

10

19

20

21

22

23

2030年

25

使用見込み期間（年）：
余寿命期間（年）： ＝（予防保全使用見込期間）-（供用年数）
撤去費：
修繕費：
更新費： 更新、改築費用（単位当たり概算）

供用年数（年）：

B:軽微な異常があり、経過観察が必要（使用可）
C:異常があり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）

D:危険性の高い異常があり、緊急修繕が不要又は破棄し更新を検討（使用不可）

（凡例）

（総合判定基準）
A:健全であり、修繕の必要がない（使用可）

24

全体合計 185 90

小計

2026年

年平均

2022年 2023年 2024年

20

20

10

20

50

20

20

20

200

20

20

20

40

215 30 80

20

60

20

20

2027年 2028年 2029年

20

長寿命化計画(案）各年計画（平準化案）

10

10

計
(千円）

40

10

2020

10 20

10

20

20

200100

2025年

5

5

10

10

50

5 10

30

R4年 R5年 R6年 R7年 R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 R13年 

2031年

2025年にスライド

2025年にスライド

2027年にスライド

2025年にスライド

2025年にスライド

2025年にスライド

2026年にスライド

2027年にスライド

2026年にスライド
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2021

更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕

200 629 605 200 800 45 329 5 800 2,013 2,813

80 201 281

A 可
B 可
C 可
C 不可
D 不可

工事を要する施設：（資材費）×1.6

－は超過年数

設置又は更新時から現在までの供用期間
耐用年数を過ぎ、使用見込みの供用期間

撤去工事費（単位当たり概算）
予防保全維持補修費用（単位当たり概算）

＝（予防保全使用見込期間）-（供用年数）

年平均R13年 R10年 R11年 R12年 

20

200

計
(千円）

40

400200

404

38 4

継続修繕

400

2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

200 629 605 200 845 329 5

20

5 288

14 13

96 62

38 4

27 -7

27 -7

60 26

27 -7

事後対策

事後対策

5

3 160

-

90

90

3

300 1,293

200 1,605

継続修繕

継続修繕

継続修繕

事後対策

30 -4

余寿命
期間

（年）

96 62

96 67

45 11

30 -4

30 -4

30 -4

30

継続修繕

継続修繕

継続修繕

80

継続修繕

継続修繕

14

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

継続修繕

19

14 -20

14 -20

10 288

38 4

14 13

14 -20

14 -20

14

35 管理用道路フェンス 管理施設 予防保全 C 可
ｃ

Ｃ 高 1987 34 20 178

駐車場フェンス

38

事後対策

事後対策

- -

34
管理用道路／園内道
路

園路広場 事後保全 B 可
ｂ

- 低 1987 34 - -

32 新設駐車場 便益広場 事後保全 B 可
ｂ

- 低 1987 34

33 芝生広場 園路広場 事後保全 B 可
ｂ

- 低

300

800
ｃ

Ｃ 高 1987 34 800 3,923

300

800

28 既設駐車場 便益広場 事後保全 B 可
ｂ

- 低 1987 34 -

3 6

27 橋３ 園路広場 予防保全 B 可
ｂ

Ａ 低 1987 34 5,000 80,000

3

3 6

26 ベンチ14（据置） 休養施設 予防保全 Ａ 可
ａ

Ａ 低 2020 1 3 90

25 ベンチ13（据置） 休養施設 予防保全 B 可
ｂ

Ｂ 中 1987 34 3 90 3

低 2020 1

更新費計
(千円）

撤去費用
（千円）

修繕費用
(千円）

都市０５

管理類型

3 3 6

11

R5年 R6年 R7年 

継続修繕

継続修繕 3

予防保全 C 可

中 1987 34

34

07 野外卓4 休養施設 予防保全 C 可

06 野外卓3

04 野外卓1 休養施設 予防保全 C 可

03
シェルター（10m

2
以

下）
休養施設

05 野外卓2 休養施設 予防保全 C 可

可

2023年 2024年
塗装
判定

使用見込
み期間
(年）

予防保全サイクル

1 2 3 4 5

長寿命化計画

所在施設名 江差町運動公園
管理番号

2025年 2026年 2027年 2028年
R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 R13年 

2029年 2030年 2030年

総合
判定

使用
R4年 
2022年

ｃ
Ｂ 高 1987 3401 橋1 園路広場 予防保全 C 可 継続修繕

ハザード
管理番号 施設名称 施設種別 緊急度

判定
設置年

供用
年数

（年）

撤去
(千円）

修繕
(千円）

更新
（千円）機能判定 管理方針

300

02 橋2（わんぱく橋） 園路広場 予防保全 B 可

300

600

劣化

300 9,000

50

ｂ
Ｂ 低 1992 29

50 2,09634

600継続修繕

継続修繕
ｃ

Ｂ 中 1987

600 14,000

50

2020

20 437

20 437
ｃ

Ｂ

40

ｃ
Ｂ 中 1987 34

40

ｃ
Ｂ 中 1987

40

継続修繕

継続修繕休養施設 予防保全 C

2020

437

40

30 -4

30 -4

2020 437

ｃ
Ｂ 中 1987 34

20

可

40

08 縁台 休養施設 予防保全 B

202020

3

09 ベンチ1（据置） 休養施設 予防保全 B

202034 20 280

可
ｂ

Ｂ 低 2010

ｂ
Ｂ 中 1987

可
ｂ

Ｂ 中 1987 3

6

10 ベンチ2（据置） 休養施設 予防保全 B

33

6

10

34 3 90継続修繕

3 133

14 -20

中 1987 3411 ベンチ3 休養施設 予防保全 B 可 継続修繕

可
ｃ

Ｂ 中 1987 34

6

12 野外卓5 休養施設 予防保全 B

33

20

ｂ
Ｂ

6

6

14 ベンチ5（据置） 休養施設 予防保全 B 34

13 ベンチ4 休養施設 予防保全 D
不

可
使用停止

可
ｂ

ｄ
Ｂ 高 1987 34 5

-20 33

-20

3 90継続修繕

継続修繕 3

5Ｂ 中 1987

中 1987 34

16 水飲み台1 便益施設 予防保全 B 可
ｂ

Ｂ 低 1987

ｂ
ＢB 可

30 -4 5 448

3 90

5

15 ベンチ6(据置） 休養施設 予防保全 5

17 水飲み台2 便益施設 予防保全 C

534 20

20 10

18 ベンチ7（据置） 休養施設 予防保全 B

534
ｃ

ｂ
Ｂ 中

3

高 1987

14 -20

90可
ｂ

Ｂ 中 1987

1987

30 -4 448可

3

Ｂ

34

3

6

19 ベンチ8（据置） 休養施設 予防保全 B

33

6

可 5

198720 ベンチ9（据置） 休養施設 予防保全 B 14 -20

5

5

34 3

可 633

3 90 3

ｂ
Ｂ 中

3 6
ｂ

Ｂ 中 1987 34 14 -20

14 -20

14 -20

6
ｃ

Ｂ 中 33

Ｂ

管理施設 予防保全 B 可
ｂ

Ｂ 低 1987 34

24 ベンチ12（据置） 休養施設 予防保全 Ａ 可
ａ

Ａ

29 管理施設 予防保全 C 可
ｃ

30 ３号橋周辺フェンス 管理施設 予防保全 C

- 低 34

R8年 R9年 

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

予防保全 C 可

可

1987 34 - -

撤去費：
修繕費：

全体合計

（総合判定基準）

（凡例）
供用年数（年）：
使用見込み期間（年）：

小計

37

更新予定超過

早期修繕必要

屋外卓
縁台
ベンチ
水飲み台

橋
ベンチ
水飲み台
フェンス

事後保全 B 可 - -

1987 34

Ｃ 高 1987 34

31 駐車場

R4年 R5年 R6年 R7年 

便益広場 事後保全 B 可
ｂ

- 低 1987 34 - -

事後対策
ｂ

21 ベンチ10(据置） 休養施設 予防保全 B 可

34

1987 34

休養施設 予防保全 C 可

22 ベンチ11 休養施設

野外卓6

27 -7

休養広場 休養施設

更新費： 更新、改築費用（単位当たり概算）

ｃ

A:健全であり、修繕の必要がない（使用可）
B:軽微な異常があり、経過観察が必要（使用可）
C:異常があり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）

D:危険性の高い異常があり、緊急修繕が不要又は破棄し更新を検討（使用不可）

5

5

10

5

5

5

20,000

-

200

1,000

-

-

-

-

50

50036

1987 34

２号橋周辺フェンス

23

余寿命期間（年）：

5中 5 10

40

40

40

40

40

6

6

6

20

6

6

5

長寿命化計画(案）各年計画（平準化案）

10

6

6

6

6

6

10

6

6

6

300

800

300

600

50

90

3

6 7 8

10

江差町砂川

建設年度：1987年（昭和62年） 9 10

3,000

4,500

100

10

10

10

10

10

5

5

5

5

5

3

更新を修繕に変更

2026年にスライド

2025年にスライド

2026年にスライド

2025年にスライド

2025年にスライド

更新を修繕に変更、2029年にスライド

2027年にスライド

更新を修繕に変更

更新を修繕に変更、2028年にスライド

2027年にスライド

2026年にスライド

2025年にスライド

40



2021

2021

更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕

245 500 1,000 30 110 605 2,490 2,490

249 249

A 可
B 可
C 可
C 不可
D 不可

工事を要する施設：（資材費）×1.6

-2 1,000 30,000

撤去工事費（単位当たり概算）
予防保全維持補修費用（単位当たり概算）

45 100 1,500

5 5,328

継続修繕

10

01 便益施設 予防保全

9

37 26

35 -10

20 -25

14 -31

14 -31

71 26

38

41 -4

D
不

可

ｄ

不

可

ベンチ3 休養施設 予防保全 C
ｃ

Ｃ 高

長寿命化計画

所在施設名 逆川森林公園
管理番号

更新費計
(千円）

撤去費用
（千円）

修繕費用
(千円）

森林０１

管理番号 施設名称 施設種別 管理類型

機能判定 2025年 2026年 2027年 2028年
R8年 R9年 R10年 

管理方針
使用見込
み期間
(年）

余寿命
期間

（年）ハザード

建設年度：1976年（昭和51年）

長寿命化計画(案）各年計画（平準化案）

計
(千円）

20

R11年 R12年 R13年 
2029年 2030年 2030年

総合
判定

使用
劣化 R4年 R5年 R6年 R7年 

2022年 2023年 2024年
塗装
判定

緊急度
判定

設置年
供用
年数

（年）

45

修繕
(千円）

更新
（千円）

5 448

ｄ
Ｃ 高 1976 4502 ベンチ1 休養施設 予防保全 D

不

可
10

Ｂ 高 1976 30 -15

14 -31

使用停止

使用停止

水飲み台

03 ベンチ2 休養施設 予防保全 D
不

可

5 123

5 123Ｃ 高 1976 45 14 -31

14 -3104 丸太登り 遊戯施設 予防保全 D
不

可

ｄ

ｄ
Ｃ 高 1976 45

3

10 3,216
ｃ

10 3,216

Ｃ 高 1976 45 14 -31

使用停止

使用停止 20
3

06 くぐり渡り 遊戯施設 予防保全 D
不

可 3

05 丸太渡り 遊戯施設 予防保全 D

07 1976

ｄ
Ｃ 高 1976 45 14 -31

14 -31

20

ｃ
Ｃ 高 1976 45

10 3,216使用停止

使用停止 1045

予防保全 C
不

可

不

可
5 123

09 ステップ丸太 遊戯施設 予防保全 C

5 123

2

08 ベンチ4 休養施設

不

可

100
ｃ

Ｂ 高 1976

45

50継続修繕45

ｃ
Ｃ 高 1976

不

可

ｄ
Ｃ 高 1976

100

10 2,512

1,200

11 炊事場 便益施設 予防保全 D

可10 トイレ 便益施設 予防保全 C

休養施設 予防保全 D
不

可
41 -4

10
不

可

ｃ
Ｃ 高 1976 -7

200

使用停止

13 焼き台1 便益施設 予防保全 C

使用停止

使用停止

ｄ
Ｃ 高 1976 4512

シェルター（10m
2
以

上）

予防保全 B 可

10 150
不

可

ｃ
Ｃ 高 1976

45

使用停止-7

38 -7

45

53

15 焼き台3 便益施設 予防保全 C

10 150
ｂ

Ｃ 中 197614

Ｂ 中 1979 4216 管理棟 管理施設 予防保全 B 可

38

45 使用停止

40

焼き台2 便益施設

17 トイレ２ 便益施設 予防保全 B

1,000
ｂ

20

4,500可
ｂ

Ｂ 中 1977 500

10 100Ａ 低 2010

1,000

事後対策

不

可

ｄ
― 高 1976

500

可
ｂ

44

1118 サイン 管理施設 予防保全 B

45 使用停止

不

可

ｄ
― 高 197620 吊り橋 園路広場 予防保全

園路広場 予防保全 D19 木製橋デッキ

使用停止D

1,500
ｃ

― 中 1976 505045 50

5,000

1,000

予防保全 C 可

22

ｃ
Ｃ 高

5 448

5 123

ｂ
― 低 1976

23 物置 管理施設 予防保全 C 可
ｃ

45

ｃ
― 中 1976 45 30 -15

38 -7 事後対策

事後対策

使用停止

-1976

5

32 -13

14 -31

30 -15

5

30

50

休養施設 予防保全 C

60 60

R8年 

110

Ｂ 中 1976 45

低

50

2030年 2031年

R5年 R6年 年平均

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年

更新予定超過

水飲み台
ベンチ
木製遊具類
シェルタ－
焼き台
管理棟
木製デッキ
吊り橋
ゴミ置き場

－は超過年数

設置又は更新時から現在までの供用期間
耐用年数を過ぎ、使用見込みの供用期間

R7年 

不

可

24 駐車場 便益施設 事後保全 B 可
ｂ

使用見込み期間（年）：
余寿命期間（年）： ＝（予防保全使用見込期間）-（供用年数）

C:異常があり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）

D:危険性の高い異常があり、緊急修繕が不要又は破棄し更新を検討（使用不可）

（凡例）
供用年数（年）：

全体合計

B:軽微な異常があり、経過観察が必要（使用可）

1976 45

小計

―

A:健全であり、修繕の必要がない（使用可）
（総合判定基準）

26 ベンチ５

水飲み台０２ 便益施設 予防保全 C 可

45

750

30 500事後対策

事後対策

35 -10

200

管理施設公園看板

20

予防保全 B 可

45 - -

21 ゴミ置き場 便益施設

100

事後対策

3,000

500

10

継続修繕

10

100

10

20

150

20

30

50

500

100

200

605245 500 1,000 30

更新費： 更新、改築費用（単位当たり概算）

20

30

R4年 R13年 R11年 R12年 R9年 R10年 

修繕費：

25

撤去費：

200

1,000

100

10

10050

10

100

使用停止

使用停止

使用停止

20

20

20

撤去
(千円）

1,000

10

1,000

20

予防保全サイクル

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2025年にスライド

2027年にスライド

2026年にスライド

2025年にスライド
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2020

2021

更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕 更新 撤去 修繕

11,848 266 300 5 66 500 600 13,585 13,585

1,359 1,359

A 可
B 可
C 可
C 不可
D 不可

工事を要する施設：（資材費）×1.6

8 9 10

5

3 277

更新予定超過

水飲み台

建設年度：1979年（昭和54年）

2,233

予防保全サイクル

1 2 3 4 5 6 7

2233

8500

400

100

400

200

1115

500

2022年

年平均

2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

R4年 R5年 R6年 R7年 R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 R13年 

2023年

1,115

B:軽微な異常があり、経過観察が必要（使用可）
C:異常があり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）

D:危険性の高い異常があり、緊急修繕が不要又は破棄し更新を検討（使用不可）

（凡例）
供用年数（年）：
使用見込み期間（年）：
余寿命期間（年）： ＝（予防保全使用見込期間）-（供用年数）
撤去費：
修繕費：
更新費： 更新、改築費用（単位当たり概算）

計
(千円）

11,848 266 300 5 66 500 600

6

6

6

6

6

6

6

1,500

200

100

5

5

5

277

6

6

6

5

6

6

6

6

20

5

5

5

5

5

5

6

3

6

6

6

32 トイレ（島下） 便益施設

100 200

11

継続修繕

継続修繕

継続修繕

100

30 19

30 -12

30 19

2010

14 3

5

1,115

50

5

500

1,000

継続修繕

400

100

継続修繕40 500予防保全 B 可
ｂ

Ｂ 中 2002 19 1,115 5,000

ｂ
40 8

200

--事後対策

200― 中 1989 32 100 3,300

予防保全

41 17

200

27 16

40035 11 500

700

継続修繕

100

200

29 記念碑 教養施設 予防保全 B 可
ｂ

― 低 1994 27 100 5,00060 33 継続修繕

28 遊歩道柵 管理施設 予防保全 D 可
d

― 高 1997 24 200 4,608

27 遊歩道 園路広場 事後保全 B 可
ｂ

― 中 2010 11 -

8,5008,500教養施設 予防保全 C 可
ｃ

Ｂ 中 1997 24 8,500 15,00071 47 継続修繕

2,233予防保全 C 可
ｃ

Ｂ 高 1994 27 2,233 6,00040 13 継続修繕

継続修繕

継続修繕

21

60 20,000
c

30 照明 管理施設 予防保全 D
不

可

ｄ
― 高 1997 24 200 1,109

31
管理棟（物置）
簡易な構造

管理施設 予防保全 B 可

全体合計

C 33 継続修繕

（総合判定基準）
A:健全であり、修繕の必要がない（使用可）

3 277
ａ

Ａ 低 2010 11

50033 鴎島展望灯台 その他

小計

予防保全 C 可

33

25

26 ステージ

500中 1994 27 500

トイレ（島上） 便益施設

6

24 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ 可

33

6

23 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ 可

33
ａ

Ａ 低 2010 11

3 277
ａ

継続修繕

継続修繕

5

5Ａ 低 2010 11

22 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ 可

可 633
ａ

Ａ 低 2010

6Ａ 低 2010 継続修繕

継続修繕

33

11 3可 201019

21 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ

11 3 277可
ａ

11 3 277

Ａ 高 1979

6

20 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ

33背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ

42

277
ａ

Ａ 低

不

可

6

18 水飲み台 便益施設 D

3311 3 277

ｄ

可
ａ

Ａ 低 2010

6

17 背無ベンチ 休養施設

予防保全

Ａ

33
ａ

Ａ 低 2010 11 5

5

16 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ 可 30 19

33可
ａ

Ａ 低 2010

6

15 背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ａ

333 277
ａ

Ａ 低 2010 11

3 27714 3

5

5

継続修繕

継続修繕

14 背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ａ 可 14 3

63311可
ａ

Ａ 低 2010

6

13 背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ａ

333 277
ａ

Ａ 低 2010 11

3 27714 3 5

継続修繕

継続修繕

12 背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ａ 可 14 3

63311

6

11 背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ａ

333 277可
ａ

Ａ10

ｂ
Ａ 低 2010

3 277可
ａ

Ａ 低 2010

14 3

14 3

14 3

継続修繕

継続修繕

低背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ａ

3311 3 277可

11

継続修繕

6

09 背無ベンチ 休養施設 予防保全 B

333 123

6

ａ
Ａ 低 2010 1108 背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 Ａ 可

可 33277
ｃ

Ａ 中 2010

ｂ
Ａ 中 2010 11

14 3

3 277

継続修繕

継続修繕14 3

11

6

07 背無ベンチ 休養施設 予防保全 C

3306

63

6

ａ
Ａ 低 2010 11

3

5 5

3 277
ｂ

背無ベンチ（据置） 休養施設 予防保全 B 可

33

Ａ 可

33

30 19

ａ
Ａ 低 2010

14Ａ 中 2010 11

5

633

30 19 3 27711

3

2024年

継続修繕

3

R7年 
2022年 2023年

277

R12年 R13年 
2029年 2030年

5

塗装
判定

緊急度
判定

設置年
供用
年数

（年）

修繕
(千円）

更新
（千円）

撤去
(千円）

Ａ 低 2010 11 30 19

Ａ 112010

5 44804 水飲み台 便益施設 予防保全

長寿命化計画

所在施設名 檜山道立自然公園（かもめ島）
管理番号

ハザード

01 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ 可
ａ

総合
判定

使用
劣化

自然０１

ａ

管理番号

低

施設名称 施設種別 管理類型

機能判定

02 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ 可

R8年 R9年 R10年 

継続修繕

継続修繕05 背無ベンチ 休養施設 B 可

使用停止

継続修繕

03 背無ベンチ 休養施設 予防保全 Ａ 可

R4年 R5年 R6年 

－は超過年数

予防保全

6

6

6

6

2025年 2026年 2027年 2028年
使用見
込み期
間(年）

3

6

5継続修繕

余寿命
期間

（年）

6

継続修繕

30 19

設置又は更新時から現在までの供用期間
耐用年数を過ぎ、使用見込みの供用期間

撤去工事費（単位当たり概算）
予防保全維持補修費用（単位当たり概算）

6

6

長寿命化計画(案）各年計画（平準化案）

30 19

30 19

30 19

30 19

30 19

管理方針 2030年

3 277

更新費計
(千円）

撤去費用
（千円）

修繕費用
(千円）

R11年 

更新を修繕に変更、2025年にスライド
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5-11今後の課題 

 本業務において江差町公園施設の各施設点検、評価及び長寿命化計画を取り纏めたが、今

後は以下の課題に関する検討が必要である。 

 

（1）維持管理体制の確立 

公園施設の長寿命化を図るために、本計画に基づき定期的な点検と維持補修、修繕を実施

継続する維持管理体制を確立する。また、これを確実に推進するための予算措置を含めた地

域要望等を踏まえた調整を行う。 

 

（2）維持補修費用のコスト縮減 

本業務で検討した長寿命化計画（平準化）について、今後は毎年度の予算の平準化と維持

補修、修繕する各施設のグル－プ化や順序等、修繕工事の工事発注等準備、調整等により、

さらにコスト縮減を図る。 

 

（3）維持補修履歴の記録管理 

公園施設の維持管理を適切かつ確実に実施して行くために、維持補修実績等の基礎資料を

記録管理し、ＰＤＣＡに基づき戦略的に活用、以降の維持補修へ反映して行く。 

 

（4）他所管施設管理者との協議 

江差町公園施設の各施設では一般的な公園、遊具、休憩施設のほか、橋梁、水道管橋、歴

史文化財施設、河川管理施設、ダム管理施設等の他所管施設が存在している。公園施設長寿

命化計画の考え方・方針等を示し、関係部署と協議、合意の上で事業を推進して行く。 

 

（5）長寿命化計画の運用と見直し 

計画運用には予想外の補修、更新が生じる可能性がある。その際、予算の平準化に留意し

ながら適切な処置を図る。 

長寿命化計画は毎年の年次計画に基づき進められることになるが、対策費用の見込みの変

更や計画運用上の支障が生じることが想定される。この場合は、毎年実際に行った維持管理

や修繕、更新の内容を踏まえ、適宜長寿命化計画を見直ししながら計画を運用して行く。 

 

（6）維持管理担当技術者の育成・確保 

近年、社会的な傾向として維持管理を担当する役場職員、業者技術者の不足が指摘されて

いる。これについても計画的かつ確実に対応して行く。 
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江差町公共施設等長寿命化計画 

発行：江差町 

住所：〒043-8560 北海道檜山郡江差町字中歌町 193番地１ 

Tel：0139-52-6715（財政課直通） 

Fax：0139-52-0234 
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